
報告事項ス

養護教諭制度７０周年記念学校保健功労者文部科学大臣表彰について

養護教諭制度７０周年記念学校保健功労者文部科学大臣表彰について、別紙

のとおり報告します。

平成２３年８月１６日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



養護教諭制度７０周年記念文部科学大臣表彰について

スポーツ健康教育課

１ 表彰の趣旨

養護教諭制度７０周年を記念し、長年にわたって学校保健の普及と向上に

顕著な功績があった養護教諭を文部科学大臣が表彰する。

２ 被表彰者

・ 加藤 和代 （かとう かずよ） 元 鳥取県立白兎養護学校 養護教諭

・ 小林 康子 （こばやしやすこ） 元 鳥取市立鹿野小学校 養護教諭

・ 田村 通子 （たむら みちこ） 元 鳥取市立末恒小学校 養護教諭

・ 中山 京子 （なかやまきょうこ） 鳥取市立高草中学校 養護教諭

・ 福田 貴子 （ふくた たかこ） 鳥取市立東中学校 養護教諭

３ 功績概要

加藤 和代

（６２）

・鳥取県教育委員会体育保健課勤務においては、県下の養護教諭の信望も厚く豊富な

知識と卓越した指導力を遺憾なく発揮し、県内の学校保健教育の充実・発展に努め、

養護教諭の資質と指導力の向上に尽力。

・研修センター勤務時代には、現代の健康課題である不登校対策に力をいれ、児童・

生徒１人ひとりの実態に即したきめ細かい支援を展開。

・白兎養護学校勤務においては、特別支援学校における保健室を中心とした相談連携

のシステムつくりに尽力。

・平成２０年４月より、兵庫大学健康科学部健康システム学科の講師として、養護教諭

の養成に携わっている。

小林 康子

（６４）

・常に研究熱心で、専門的な知識、技能とも優れ、講演や健康教育の助言者として、後

輩の指導にも貢献し信頼を集めた。

・鹿野小学校勤務時には、平成１３年度・１４年度の文部科学省指定「歯と口の健康

つくり」の研究を中核的に推進し、文部科学大臣賞の受賞に至らしめた。

・退職後、鳥取県立鳥取緑風高校の定時制に勤務し、思春期の生徒の相談へも貢献。

・H20 年～23 年、文部科学省のスクールヘルスリーダー派遣事業において、後輩の

育成に尽力。
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田村 通子

（６５）

・県内の養護教諭のリーダーとしての存在も大きく、講演や指導助言で健康教育の推進

に尽力。

・鳥取市小学校教育研究会養護部会では、４年にわたり部長を務めるなど養護教諭の

資質向上と後輩の指導にも努め、学校保健教育の推進、発展のために貢献。

・退職後、鳥取市福祉保健部児童家庭課で発達支援員として就学前の幼児・保護者の

相談にあたる等、経験を生かして地域社会へも貢献。

・H20 年～23 年、文部科学省のスクールヘルスリーダー派遣事業において、後輩の

育成に尽力。

中山 京子

（５７）

・子どもたちに寄り添った保健指導や健康相談活動に取り組み、特に保健室登校や不登

校生徒の教室復帰の支援について、校内で中心的な役割を果たした。

・常に研究熱心で専門的な技能を持ち合わせ、今日的な健康課題の解決に積極的に取組

み健康教育や保健活動を展開。

・県養護教諭部会の部会長を務めるなど、リーダーシップを発揮して学校内外の人脈を

生かした講演会や研修会の企画や運営に携わり、県内養護教諭の資質向上や養護教諭部

会の充実、発展に貢献。（平成１４～１６年度 鳥取県学校保健会養護教諭部会部会長）

福田 貴子

（５５）

・自らの実践を広く公開し、鳥取市全体の養護教諭の資質向上に資する。

・平成２０年度全国養護教諭研究大会（鳥取）では、第 4 課題「生徒の心身の健康つく

りを推進する健康相談の進め方」で発表者として活躍。

・平成１６年、先進校視察をきっかけに自主研修会を立ち上げ、毎月テーマを設けて研

究実践に努めた。特に保健室経営・保健室来室・インフルエンザ対応・性教育・健康相

談などについて、その実践は高い評価を得ている。

・自主研修会の取り組みを県内の多くの養護教諭に紹介し、県内の学校保健教育のリー

ダー的な役割を果たしている。

４ 表彰式

・日 時 平成２３年８月４日（木）午前１０時から

・会 場 佐賀市文化会館（佐賀県佐賀市日の出１－２１－１０）

・平成２３年度全国養護教諭研究大会において表彰
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